
    

䣗
公
民
館
長
あ
い
さ
つ
䣘 

 

館
長
と
し
て
の
任
期
の
2
年
目
が
ス
タ
䤀
ト
し
ま
し
た
䣎
令
和
4
年
度
に

お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
為
様
々
な
公
民
館
行
事
が
中
止
に

な
䣬
て
し
ま
い
ま
し
た
䣎
5
月
か
ら
感
染
症
も
国
の
対
策
で
医
療
５
類
に
レ

ベ
ル
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
䣎
今
年
も
昨
年
同
様
の
行
事
計
画
で
す
䣎
今

年
度
は
䣍
各
公
民
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
方
そ
し
て
住
民
の
み
な
さ
ま
と
力

を
合
わ
せ
て
区
運
営
行
事
等
が
実
行
で
き
る
よ
う
に
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

 

䣗
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
䣘 

虎
居
区
公
民
館
の
運
営
方
針
を
決
定
す
る
虎
居
区
公
民
館
評
議
員
会
を
䣍

４
月
６
日
虎
居
地
区
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
䣎 

 

会
議
に
は
䣍
各
公
民
会
長
さ
ん
と
評
議
員
さ
ん
等
合
わ
せ
て
43
名
の
方
に

出
席
い
た
だ
き
䣍
上
向
中
公
民
会
長
の
西
之
園
泰
郎
さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ

れ
䣍
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
䣎
副
館
長
兼
産
業
振
興
部
長
で
あ
䣬
た
虎
居

町
公
民
会
長
の
八
田
平
三
さ
ん
が
３
月
で
退
任
さ
れ
た
た
め
䣍
副
館
長
に
轟

原
公
民
会
長
の
米
盛
隆
志
さ
ん
を
䣍
産
業
振
興
部
長
に
は
甫
立
公
民
会
長
の

甫
立 

誠
さ
ん
を
選
出
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
䣎
続
い
て
令
和
４
年

度
事
業
経
過
報
告
及
び
決
算
報
告
䥹
監
査
報
告
を
含
む
䣎䥺
が
行
わ
れ
䣍
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
䣍
ま
た
令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の
審
議

が
行
わ
れ
䣍
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

令
和
４
年
度
の
収
支
決
算
は
次
の
と
お
り
で
す
䣎 

 

一
般
会
計 

収
入
総
額 

五
百
六
十
四
万
二
千
五
百
四
十
九
円 

支
出
総
額 

三
百
五
十
二
万
四
千
三
百
三
十
一
円 

差 
 

引 

二
百 

十
一
万
八
千
二
百 

十
八
円
は
次
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し

た
䣎 

支
出
の
主
な
内
容
は
䣍
区
体
育
協
会
へ
110
万
円
䣍
区
社
会
福
祉
協
議
会
䥹
主
に

敬
老
行
事
䥺
へ
37
万
円
䣍
特
別
会
計
の
地
域
元
気
再
生
事
業
へ
繰
出
金
85
万
円

䥹
町
補
助
金
45
万
円
・
虎
居
区
40
万
円
䥺
䣍
等
の
ほ
か
䣍
経
常
的
に
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
に
支
出
し
ま
し
た
䣎 

本
年
度
も
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
せ
ず
䣍
各
種
行
事
も
十
分
実
施
で
き
な
い
状

況
と
な
り
䣍
体
育
協
会
も
ス
ポ
䤀
ツ
行
事
が
殆
ど
実
施
で
き
な
か
䣬
た
た
め
50

万
円
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

特
別
会
計
䥹
地
域
元
気
再
生
事
業
䥺 

 

収
入
総
額 

八
十
五
万 

 
 
 
 
 

五
円 

支
出
総
額 

五
十
五
万
七
千
二
百
五
十
九
円 

差 
 

引 

二
十
九
万
二
千
七
百
四
十
六
円

は
一
般
会
計
へ
繰
り
出
し
ま
し
た
䣎 

 

地
域
元
気
再
生
事
業
は
䣍
５
つ
の
部
門
で
各
部

長
さ
ん
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
䣎 

①
総
務
部
は
䣍
青
パ
ト
隊
員
６
人
へ
の
巡
回
経

費
䣍
区
役
員
に
よ
る
人
吉
水
害
の
状
況
視
察
等 

②
産
業
振
興
部
は
䣍
暮
市
の
際
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
䤀
経
費
䣍
野
菜
販
売
経
費
䣍
初
市
等
の
ふ
る

ま
い
そ
ば
・
ぜ
ん
ざ
い
の
経
費 

③
生
活
環
境
部
は
䣍
芝
桜
購
入
経
費
や
ナ
ナ
テ

ン
ニ
䣵
ニ
䣵
忘
れ
な
い
デ
䤀
の
清
掃
活
動
䣍
生

活
環
境
部
に
よ
る
草
刈
り
経
費 

④
教
育
文
化
部
は
䣍
夏
・
冬
休
み
時
の
学
習
会

や
ふ
る
さ
と
探
検
隊
の
じ
䣭
が
い
も
植
え
付

け
や
収
穫
に
要
す
る
経
費
䥹
文
化
祭
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
䥺 

⑤
健
康
福
祉
部
は
䣍
健
康
推
進
会
議
や
地
域
支

え
合
い
活
動
の
た
め
の
保
険
料
相
当
分
の
経

費
を
そ
れ
ぞ
れ
支
出
し
ま
し
た
䣎 

  

令
和
５
年
度
は
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
も
だ
い
ぶ
落

ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
䣍
地
域
づ
く
り
活
性

化
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
䣍
次
の
４
つ

の
基
本
目
標
実
現
に
向
け
て
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
䣎 

①
健
康
で
い
き
い
き
と
笑
顔
で
支
え
あ
う
地

域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
䣎 

②
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
皆
が
安
心
し
て
䣍

快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
䣎 

③
ふ
る
さ
と
を
楽
し
く
学
び
䣍
魅
力
あ
る
地
域

文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
䣎 

④
区
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
あ
り
䣍
話
し
合

い
活
動
を
進
め
䣍
明
る
く
楽
し
い
地
域
づ
く
り

を
展
開
し
ま
す
䣎 

 

令
和
５
年
度
の
収
支
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
䣎 

一
般
会
計 

 

収
入
総
額 

五
百
二
十
万
八
千
円 

支
出
総
額 

五
百
二
十
万
八
千
円 

差 
 

引 
 
 
 
 
 
 

〇
円 

支
出
の
主
な
内
容
は
䣍
区
体
育
協
会
へ
120
万
円
䣍
区
社
会
福
祉
協
議
会
䥹
主
に
敬

老
行
事
䥺
へ
37
万
円
䣍
特
別
会
計
の
地
域
元
気
再
生
事
業
へ
繰
出
金
65
万
円
䥹
町

補
助
金
45
万
円
・
区
20
万
円
䥺
な
ど
の
ほ
か
䣍
例
年
ど
お
り
経
常
的
に
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
へ
の
支
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
䣎 

 
 特

別
会
計
䥹
地
域
元
気
再
生
事
業
䥺 

 

収
入
総
額 

六
十
五
万
円 

支
出
総
額 

六
十
五
万
円 

差 
 

引 
 
 
 

〇
円 

各
部
会
の
予
算
と
事
業
内
容
は
䣍
次
の
と
お
り
で
す
䣎 

①
総
務
部
が
14
万
円
で
青
色
パ
ト
ロ
䤀
ル
活
動
に
要
す
る
経
費
䣍
役
員
の
資
質
向

上
の
た
め
の
視 

察
研
修
費
・
防
災
対
策
会
議
の
経
費 

②
産
業
振
興
部
が
18
万
円
で
暮
市
で
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
䤀
経
費
䣍
暮
市
・
初
市
に

お
け
る
農
産
物
販
売
等
の
経
費 

③
生
活
環
境
部
が
12
万
円
で
河
川
敷
清
掃
や
芝
桜
植
栽
の
経
費 

④
教
育
文
化
部
が
10
万
円
で
夏
季
・
冬
季
の
学
習
会
や
ふ
る
さ
と
探
検
隊
等
の
経

費 ⑤
健
康
福
祉
部
が
11
万
円
で
健
康
ウ
䣸
䤀
キ
ン
グ
大
会
や
健
康
推
進
会
議
等
の

経
費 

  

䣗
芝
桜
の
植
栽
に
つ
い
て
䣘 

今
年
も
４
月
２２
日
土
曜
日
䣍
午
前
９
時
よ
り
宮
之
城
橋
下
川
内
川
河
川
敷
約
２５０

ｍ
の
石
垣
に
芝
桜
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎 

母
ケ
野
虎
居
公
民
館
長
の
挨
拶
䣍
植
え
方
の
説
明
が
あ
䣬
た
後
䣍
上
野
町
長
も
参

加
さ
れ
䣍
植
栽
の
継
続
へ
の
励
ま
し
䣍
お
礼
な
ど
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
䣎 

虎
居
区
住
民
の
方
々
を
中
心
に
䣍
さ
つ
ま
町
地
域
お
こ
し
隊
の
応
援
も
合
わ
せ
て
䣍

約
６０
名
の
参
加
者
で
８００
株
を
植
え
ま
し
た
䣎 

当
日
は
天
気
が
良
く
て
䣍
汗
を
か
き
な
が
ら
小
中
学
生
も
一
緒
に
頑
張
䣬
て
䣍
一

時
間
余
り
で
植
え
終
わ
り
ま
し
た
䣎 

ま
た
䣍
上
野
町
長
・
母
ケ
野
館
長
か
ら
レ
ン
ゲ
の
花
䣍
菜
の
花
を
一
面
に
広
げ
た

い
と
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

宮
之
城
橋
下
付
近
の
河
川
敷
を
さ
ま
ざ
ま
な
花
で
彩
り
䣍
多
く
の
人
が
散
策
䣍
ジ

䣼
ギ
ン
グ
な
ど
楽
し
め
る
場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
䣎 



公民会名 会長 副会長 会計 評議員 体育部長 小ＰＴＡ 中ＰＴＡ サロン代 健康づくり 民生委員
地 域支 えあ

い推進員

八牟礼光也 濱崎典子 沖田美恵子

八田平三 松崎千鳥 東　克子

杉水流　博 迫　和子

宇都伸一 有村冨久美

名越幸枝 藤田　進

貴島るり子 中島郁美

小田ヨシ子

末吉里香

西之園明子

久保由子

大囿次代

南原耕平 角　和美 塩鶴栄子 角井　修

甫立正子

外囿悦子

石野　宏

橋口ユリ子

日当瀬　勝

虎居区公民館《各公民会》令和５年度役員一覧

母ケ野勇次
中野幸男

米盛隆志

松尾英行
内　喜彦

大平　誠

上野文子

甫立　誠 外囿廣行 南原耕平 甫立正子

（日当瀬）

今西洋二 今西　亘 今西　亘 今西　亘 日当瀬　巧 今西光昭 今西光昭 日当瀬百合子 今西ひろみ

中野　林 宮之下千秋 中野　林 宮之下千秋 松尾英行 東　あや子

山下寛人 橋口美智枝 立小野スミ子 永江富子

兒玉伸一郎 藤田賢二 藤田賢二 藤田賢二 藤田和美 藤田絹代

原囿　廣 久保利夫 久保利夫 中村憲秀 山下寛人

西之園泰郎 井手原清美 井手原清美 井手原清美 甫立光治 （上向）

（虎居大角）甫立　誠 外囿廣行

田中和幸 花野三郎 花野三郎 花野三郎 草野洋幸

（甫立） （虎居大角）

大囿次代

甫立正子

花野 美保子

林　多嘉夫 税所太清 矢野雅代 矢野雅代

植囿智代西　德雄 植囿吉治 脇　博文 植囿吉治 西　孝三

児玉富士生 小田榮一 児島　隆 小田榮一 石野　剛 末吉　徹 三浦光雄 児島初子

中野幸男 参納　優 参納　優 参納　優 大久保貴彰

栗野靖郎 小緑和樹 植囿智代 羽子田洋子

有村富久美

中囿雄二 平田水穂 小西洋平 下原幸一郎 川邊祐樹 南　和成 堂免弘樹 名越幸枝 濱田利子

八田平三 八田平三

上園幸政 白坂一浩 神園大士 久保田 雅 久保田 雅 山口和枝 有村冨久美 上園幸政

公民館長

虎居町

東　町

西　町

轟　原

虎居馬場

西　手

小野原竹志 八田平三 内　喜彦 西囿豪紀 平井信悟

上野るみ子

日当瀬

下川口

副館長
区会計

区監事

四位由紀子

下屋敷康行

杉元裕子

徳丸義哉

兒玉恵子

今西ひろみ

上　向

上向中

虎居大角

甫　立

一ツ木

松下良一 牛之濱貴海 松尾秀一 上間幸治
甫立洋子

上間幸治
上間睦美

西　睦子

徳永奈良江

柳田久子

戸子田玲子

今屋洋一

吉留良枝

外囿浩昭

末永文彦
末永文彦外囿浩昭米盛隆志

海老川

東郷順子 西青木恵美 参納亮子 参納亮子 下野ひとみ

䣗
体
育
協
会
虎
居
支
部
か
ら
䣘 

〇
支
部
長 

 
 

 
 

母
ケ
野
勇
次 

西 

町 
 

〇
副
支
部
長 

 
 

 

米
盛 

隆
志 

轟
原 

 

〇
体
育
部
長 

 
 

 

角
井 

修 
 

虎
居
大
角 

 

〇
専
門
部
長
䥹 

副
部
長 

䥺 
 

・
バ
レ
䤀
ボ
䤀
ル 

 
 

外
囿 

雄
大 

轟 

原 
 

䥹
副
部
長
䥺 

 
 

 
 

永
江 

優
理 

東 

町 
 

・
ソ
フ
ト
ボ
䤀
ル 

 
 

川
邊 

裕
樹 

西 

町 
 

・
陸
上 

 
 

 
 

 
 

泉 
 

綾
哉 

甫 

立 
 

・
駅
伝 

 
 

 
 

 
 

東
條 

和
廣 

轟 

原 
 

・
ゴ
ル
フ 

 
 

 
 

 

川
久
保
友
博 

轟 

原 
 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

永
徳 
友
一 

轟 

原 
 

〇
ス
ポ
䤀
ツ
推
進
委
員 

柏
木 

宏
之 
虎
居
町 

 

〇
書 

記 
 

 
 

 
 

植
囿 

俊
平 
轟 

原 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
野
原
崇
之 

虎
居
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

外
囿 

雄
大 

轟
原 

 

〇
監 

査 
 

 
 

 
 

内 
 

喜
彦 

虎
居
町 

大
平 

誠 
 

轟 

原 

 

虎
居
区
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
ウ
䣸
䤀
キ
ン
グ
大
会 

  

令
和
５
年
３
月
に
開
催
予
定
で
あ
り
ま
し
た
虎
居
区
い

き
い
き
健
康
づ
く
り
ウ
䣸
䤀
キ
ン
グ
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
䣎 

 

虎
居
区
ソ
フ
ト
ボ
䤀
ル
大
会 

 

虎
居
区
ソ
フ
ト
ボ
䤀
ル
大
会
は
出
場
チ
䤀
ム
数
の
減
少

に
伴
い
競
技
種
目
を
見
直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
䣎
今
後

詳
細
が
決
ま
り
次
第
区
民
の
皆
様
へ
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
䣎 

 
 壮

年
ソ
フ
ト
ボ
䤀
ル
大
会 

 

５
月
１４
日
䥹
日
䥺䣓
第 

回
さ
つ
ま
町
区
公
民
館
対
抗
町

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
䤀
ル
大
会
䣔
が
宮
之
城
総
合
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
䥻
虎
居
か
ら
１
チ
䤀
ム
１０
名
で
出
場
し
ま
し
た
䣎 

 

虎
居
チ
䤀
ム
は
佐
志
チ
䤀
ム
䥻
白
男
川
チ
䤀
ム
と
対
戦

し
䥻
１
勝
１
敗
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
䣎
選
手
の
皆
様
䥻

応
援
い
た
だ
い
た
区
民
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
䣎 

 

䣗
西
町
児
童
公
園
に
ベ
ン
チ
設
置
䣘 

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
䣍
さ
つ
ま
町
共
同
募
金

配
分
金
に
て
ベ
ン
チ
２
台
を
配
分
し
て
い
た
だ
き
䣍
公
園

内
に
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎
子
ど
も
さ
ん
と
一

緒
に
遊
ん
で
い
ら
䣬
し
䣭
る
方
や
高
齢
者
の
人
達
の
一
時

の
休
憩
場
所
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
䣎 

 
 

R5.

５
月
２２
日 

設
置 

 

䣗
虎
居
区
教
育
文
化
部
会
䣘 

５
月
１１
日
䣍
虎
居
地
区
公
民
館
に
お
い
て
䣍
令
和
５
年
度
第
１
回
教
育
文
化
部
会
を

開
催
し
䣍
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
い
た
し
ま
し
た
䣎 

ま
た
䣍
虎
居
区
青
少
年
育
成
推
進
委
員
会
に
つ
い
て
は
䣍
昨
年
ま
で
３
年
間
開
催
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
䣍
今
年
は
䣍
５
月
１７
日
に
宮
之
城
中
学
校
古
里
和
彦
校
長
先
生

に
䣓
こ
と
ば
の
力
䣔
と
い
う
演
題
で
基
調
講
和
を
頂
き
䣍
さ
つ
ま
警
察
署
の
花
園
貴

志
生
活
安
全
刑
事
課
課
長
代
理
に
は
䣍䣓
館
内
に
お
け
る
青
少
年
犯
罪
の
状
況
䣔
を
話

し
て
頂
き
ま
し
た
䣎
更
に
䣍
さ
つ
ま
町
社
会
教
育
係
の
末
吉
裕
莉
様
か
ら
は
䣍䣓
さ
つ

ま
町
青
少
年
育
成
活
動
方
針
䣔
に
つ
い
て
説
明
を
頂
き
ま
し
た
が
䣍
参
加
さ
れ
た
委

員
会
の
皆
さ
ん
３６
名
は
䣍
子
ど
も
達
の
育
成
に
関
す
る
大
切
な
お
話
で
熱
心
に
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
䣎
な
お
䣍
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
で
す
䣎 

７
月
１６
日
䥹
日
䥺
青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動 

７
月
２２
日
・
２４
日 

夏
休
み
学
習
会 

７
月
２５
日
䥹
火
䥺
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
䤀
ツ
䥹
卓
球
䥺 

１０
月
２９
日
䥹
日
䥺
第
１
回
ふ
る
さ
と
探
検
隊
走
り
方
教
室 

９
月
１
日
䦅
６
日
あ
い
さ
つ
こ
だ
ま
運
動 

１２
月
２４
日
・
２６
日
冬
休
み
の
学
習
会 

令
和
６
年
１
月
９
日
䦅
１２
日
あ
い
さ
つ
こ
だ
ま
運
動 

１
月
２８
日(
日
䥺
第
２
回
ふ
る
さ
と
探
検
隊
川
内
川
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
䥹
野
鳥
・
歴
史
䥺 

小
・
中
学
校
子
ど
も
会
育
成
会
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
䣎 

 

䣗
第
２５
回 

勧
学
祭
䣘 

令
和
５
年
４
月
２
日
䥹
日
䥺
午
後
１
時
３０
分
か
ら
霧
島
神
社
社
殿
に
お
き
ま
し
て
䣍
新

１
年
生
７
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
䣓
勧
学
祭
䣔
を
執
り
行
い
ま
し
た
䣎
保
護
者
の
皆
様
に

は
䣍
お
子
様
の
入
学
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
䣎
日
々
成
長
し
て
ゆ
く
子
供
の
姿
を

見
る
こ
と
は
䣍
何
よ
り
も
楽
し
み
だ
と
思
い
ま
す
䣎 

当
日
は
䣍
上
牧
瀬
宮
司
さ
ん
か
ら
䣍
参
加
者
全
員
の
お
祓
い
を
受
け
た
後
䣍
新
１
年
生
は

楽
し
く
も
厳
か
に
親
子
で
玉
串
を
神
様
に
奉
納
し
䣍
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う

に
䣍
勉
強
が
で
き
ま
す
よ
う
に
䣍
友
達
と
仲
良
く
で
き
ま
す
よ
う
に
䣍
交
通
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
と
祈
願
し
ま
し
た
䣎 

最
後
に
䣍
子
供
達
に
は
霧
島
神
社
の
御
守
と
紅
白
の
お
菓
子
を
お
配
り
し
ま
し
た
䣎 

一
生
に
一
度
の
思
い
出
で
す
䣎
来
年
１
年
生
に
な
る
子
供
達
䣍
皆
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ

い
ね
䣎 

 

䣗
青
色
パ
ト
ロ
䤀
ル
活
動
中
で
す
䣘 

地
域
の
犯
罪
抑
止
効
果
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
青
色
パ
ト
ロ
䤀
ル
隊
は
䣍
令
和
三
年

十
月
十
八
日
に
発
足
し
䣍
六
名
の
隊
員
で
区
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
䣎
令
和
四
年
三
月
か

ら
令
和
五
年
二
月
ま
で
の
実
績
は
䣍
延
べ
五
百
四
十
四
日
䣍
走
行
距
離
延
べ
四
千
一
百
㎞

に
も
な
り
ま
し
た
䣎
こ
れ
か
ら
も
地
域
か
ら
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
人
が
出
な
い
よ
う
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
䣎 

ベ
ス
ト
と
キ
䣺
䣹
プ
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

青
色
パ
ト
ロ
䤀
ル
巡
視
活
動
に
対
し
䣍
さ
つ
ま
警
察
署
を
通
じ
て
金
融
機
関
連
絡
協
議
会

か
ら
ベ
ス
ト
と
キ
䣺
䣹
プ
を
六
組
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

 

                            

行
事
予
定
䥹
５
月
䣢
７
月
䥺 

5
月
9
日 

虎
居
区
公
民
館
運
営
委
員
会 

5
月
10
日 

さ
つ
ま
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議 

5
月
12
日 

虎
居
消
防
分
団
後
援
会
理
事
会 

5
月
14
日 

町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
䤀
ル
大
会 

5
月
26
日 

令
和
5
年
度
地
域
福
祉
推
進
研
修
会 

5
月
28
日 

町
一
斉
防
災
訓
練 

6
月
24
日 

町
消
防
後
援
会
理
事
会
総
会 

6
月
26
日 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
総
会 

7
月
9
日 

区
バ
レ
䤀
ボ
䤀
ル
大
会 

7
月
16
日 

さ
つ
ま
町
青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動 

7
月
22
日
・
24
日 

夏
休
み
学
習
会 

7
月
22
日 

ナ
ナ
テ
ン
ニ
ニ
忘
れ
な
い
デ
䤀 

7
月
28
日 

第
2
回
広
報
委
員
会 


